




補中益気湯の 
臨床研究報告 

　補中益気湯は，気虚（元気が無く疲れやすい虚弱な）症状に用いられる漢方薬である．
以前より，気虚症状を有するアトピー性皮膚炎患者への有用性が報告されており，市販後
臨床試験として実施された二重盲検無作為プラセボ対照試験においてステロイドなどの
外用剤使用量が有意に少ないことが報告されている．今回，アトピー性皮膚炎の標準的
治療に補中益気湯を上乗せし，副作用発現状況などの有効性および安全性を明らかにする
目的で全国約110施設においてGPSPを参考にしたプロスペクティブ調査を実施した． 
　本調査の結果では，気虚症状を呈するアトピー性皮膚炎患者の治療において24週間の
補中益気湯の服用により，基本的徴候をはじめ気虚の各症状および皮疹の重症度スコア
の服用期間に応じた持続的な改善が示された．服用期間中の外用剤使用量に顕著な
変動は見られないものの，皮疹と外用剤使用量の総合評価では，有効以上が88.7％と
大部分を占めた． 
　本調査から，補中益気湯の服用により，アトピー性皮膚炎が軽快する症例がある程度
存在し，大多数の症例で病状の維持以上の効果が期待できることが示唆された．また，
外用剤使用量に変化がないことは先の二重盲検比較試験の再現性を得られたと評価
でき，さらに，重篤な副作用も認められなかったことから，長期の病歴を考慮すると気虚の
症状を有するアトピー性皮膚炎患者において，安全でかつ有用性の高い治療法であると
考える． 
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本誌記載内容は執筆・監修者の原著および引用に基づいており, 内容の一部に医療用漢方製剤の承認外の記載が
含まれています. 医療用漢方製剤の使用にあたっては, 各製剤の添付文書などをご覧いただきますようお願い申し上げます.

虚弱体質（気虚）を呈するアトピー性皮膚炎に対するカネボウ（現クラシエ）
補中益気湯エキス細粒の有効性と安全性の検討 
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